


    悩み

     抗がん剤治療の副作用と通院が大変だった。 


    助言

    
              【通院治療と日常生活のバランス考えながら、生活のリズムをつくりましょう】




  
  【通院で行われる抗がん薬治療】
現在、抗がん薬治療も通院で実施することが増えてきました。これは、抗がん薬治療の副作用を軽くしたりコントロールしたりするお薬やその他の対処方法などが進歩してきており、通院で可能な治療は通院で行われるようになってきたからです。
病院によっては、通院治療センターなどの名称で、通院で抗がん薬治療を受ける患者さんのための設備が整備されるようになってきました。また、患者さんが安心して通院で治療を受けられるように、多職種の専門職が患者さんをサポートしています。
抗がん薬治療にしても、放射線治療にしても、副作用がありますから、つらい時もあると思います。
また、入院での治療とは異なり、治療が終わり、病院を出ると医療者がそばにいないことで、不安がつのることもあるでしょう。
ただ、自宅で何かあったときにはどうしたらよいかなど、説明用紙（リーフレット）や冊子などの提供や医療者から説明等があります。わからないこと、気になることは、治療に関わる医師、薬剤師、看護師などに確認しましょう。
通院での治療は最初は不安になることもあると思いますが、入院治療に比べ、自分の生活リズムで過ごせるので、リラックスしやすいこともあると思います。精神的な状態にも左右されやすい吐き気や食欲不振は入院時より少ないという方もいます。
【通院治療と日常生活のバランスを考えながら、生活のリズムをつくりましょう】
入院中は、ある意味『患者』としての生活が続きます。けれども、外来での治療の場合は、病院で診察や検査を受けたり、治療を行ったりするときには『患者』ですが、仕事に行く、学校に行く、家事をする、あるいは、近所の人とお話しする、友人や知人と出かけるなど、『社会』のなかで生活している『私』も同時に意識すると思います。これは、病気になる前と変わらない『社会』のなかでの自分の立ち位置を再確認できることにもつながると思います。
ただし、両方の役割を常に全力投球で行っていると、自分でも無理して、つらくなってしまいます。
同じ治療を何コースか繰り返すとき、1～2回目は、特に注意深く体調の変化、副作用の出方や変化等をメモするなどして、1コースから次のコースまでの自分のからだとこころの全体のバランスを把握しましょう。また、自分自身試みた副作用への対応（食べやすい食事、吐き気があるとき、1番楽な姿勢）などを次にも実行してみましょう。
（最終更新日　2024年5月18日）
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